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How to Develop GC Students’ Global-Mind Set?
































































































































短大におけるグローバルマインド育成 — アンバサダープログラムの試み —
—113—
５．今後の課題と展開について
　今回、長崎短期大学の傾斜配分研究費を活用させていただき、国内外の国際的行事等へ学生アンバサダーと
しての参加や外国語でのパンフレット作成に取り組ませた。学生自ら国際的活動に積極的に関わることで、グ
ローバルマインドを身につけることを目標とした。
学生のコメントからも感じられるが、受身的な関わりよりも積極的に、特に学校の代表として行事等に関わ
ることで、学生の取り組みへの意識の持ち方も変わり、国際的な感覚、コミュニケーション力やリーダーシッ
プ力を高めることができたのではないかと思う。
　「学生アンバサダー」すなわち、短大の代表という立場となることで、より責任感を高めさせ、準備の段階から、
緊張を持って関わることにより、より高い教育効果を得ることができたと思う。
　課題としては、どのようにすることで、アンバサーダーとなりえる質の高い学生の数を増やし、同時に、学
生によるプレゼンテーションの技術や内容を深めて行くかである。
　今後、短大を訪問される外国人ゲストへの学内案内を含めて身近なところから、学生がアンバサダーとして
関われる機会を増やし、学生主体の学びを加速さえて行きたいと思う。
　また、語学力や社会人基礎力などの測定結果と関連づけて、学生アンバサダープログラムの具体的な評価方
法も考えて行きたい。
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